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7 
「西校区社協ニコニシ食堂」の開設、運営 
※校区社協の事業として取組み、社協地域福祉コーディネーターが実

施に向けて後方支援を行った。 

 

取組みのきっかけ 

校区社協の子育て支援事業の中で、困窮世帯の子どもの食への支援が出来ない

かという発想から、まず小学校の児童と保護者ヘアンケート調査を行った。その

結果、困窮世帯だけでなく、共働き家庭での孤食やネグレクト、子どもが安心し

て過ごすことができる居場所がほしい等、様々な理由で食の支援や居場所が必要

な子どもがいることが分かった。また保護者から、地域の人とふれあう機会を持

ちたい、ボランティアとして参加したいという意見も多数あったことから、子ど

も食堂を通じて、世代間交流や新たなボランティア人材の発掘に繋げていきたい

という願いも込めて、平成29年度は試験的に取り組むこととなった。 

 

＊取組み開始日（   平成29年8月             ） 

 

具体的な取組み内容と実施体制 

アンケートでもっとも希望が多かった週末の昼食を提供日に設定し、校区のコ

ミュニティーセンターで、2月と3月に1回ずつ開催した。実施前にはアンケートの

結果報告と子ども食堂の案内を配布した。資金は校区社協の事業費から、対象は

校区小学校の児童で無料提供とした。 

第1回は9名の児童が参加し、事業に協力的な家庭から親子での参加もあった。

その後、広告作成のボランティアの方に、子どもに向けた案内チラシを作成して

いただき、小学校や町内回覧版等、様々な機会を通じて周知に努めた。 

第2回は20人以上の参加があり、子どもだけでの参加も多かった。2回の実施の

結果を校区社協で検証し、平成30年度は対象を中学生まで広げ、子供は無料、大

人は実費をいただくこととなった。 



事業実施の効果 

・校区社協の支援スタッフと地域のボランティアが主体となって、起案から実施 

まで行うことができた。やらされるのではなく、自分たちがやりたいことに取 

り組むことでの達成感を感じることができた。 

 

・アンケート調査や実際に児童と接する中で、家庭環境や、普段の生活の様子を 

校区社協の支援スタッフが知ることができた。 

 

・校区社協の存在のアピールをすることができた。誰が、何を行っているかを知 

っていただくことができた。 

 

・以前から、他事業でボランティアへの参加の呼びかけをしても、反応が薄かっ 

たが、子ども食堂では保護者のボランティア参加の意識が高く、地域の仲間と 

して時間を共有することが出来た。 

 

今後に向けて(課題など) 

・事業費の捻出について。校区社協の事業費だけでなく、野菜等の材料を校区内 

から提供していただく等、校区内の支援の輪を広げていきたい。 

 

・西校区の子どもを対象とした子育て支援事業だが、他校区の子どもの参加があ 

った。他校区でも関心が高い事業であり、先駆的な存在として人吉市内に子ども 

食堂を広めていきたい。 
 

 

 






